
例
年
、
多
く
の
仲
間
を
集

め
て
、
来
賓
も
呼
ん
で
、

飲
食
を
伴
い
な
が
ら
「
旗
び

ら
き
」
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
収
束
の
兆

し
を
見
せ
な
い
中
、
分
会
か

ら
の
参
加
を
「
代
表
１

人
」
に
し
ぼ
り
、
来
賓
に

対
し
て
も
出
席
を
あ
え
て
求

め
ず
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
て
い
た
だ
く
形
で
の
開
催

と
し
ま
し
た
。

副
支
部
長
の
司
会
で

始
ま
っ
た
「
旗
び
ら
き
＆

春
の
拡
大
月
間
出
陣
式
」

は
、

支
部
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
来
賓
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

書

記
次
長
に
よ
っ
て
読
み
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
参
加
し
た
各
分
会

の
代
表
か
ら
、
新
年
に
あ

た
っ
て
の
抱
負
、
拡
大
月

間
に
望
む
決
意
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
「
２
月
の

『
カ
ウ
ン
ト
期
間
』
に
間

に
合
う
よ
う
に
、
す
で
に
一

人
確
約
を
も
ら
っ
て
い
る

（
松
山
中
央
）
」
な
ど
、

拡
大
を
意
識
し
た
発
言
も
飛

び
出
し
ま
し
た
。
分
会
代
表

の
あ
い
さ
つ
が
終
了
す
る

と
、
支
部
長
・
青
年
部
長
・

主
婦
の
会
会
長
・
シ
ニ
ア
友

の
会
会
長
の
四
氏
に
よ
る

「
鏡
び
ら
き
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
樽
の
中
身
は
お
茶

な
ど
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入

れ
て
い
ま
す
）
。

そ
し
て
「
新
春
お
楽
し
み

抽
選
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
受
付
で
配
布
さ
れ
た
式

次
第
に
抽
選
番
号
が
す
で
に

振
ら
れ
た
形
で
、
支
部
長
・

副
支
部
長
が
順
番
に
抽
選
箱

か
ら
番
号
を
引
き
、
番
号
が

読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に

「
俺
だ
！
」
「
当
た
っ

た
！
」
な
ど
歓
声
が
起
こ
り

ま
し
た
。

最
後
に
、

副
支
部
長

か
ら
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
、

青
年
部
長
に
よ

る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

を
参
加
者
全
員
で
行
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。

(1) ２０２２年２月４日 団結まつやま 第４４３号
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久
し
ぶ
り
に
作
業
員

の
現
場
休
憩
所
に
行
っ

て
み
ま
し
た
。
入
り
口

の
ド
ア
を
開
け
て
み
る

と

、

皆
さ

ん

ス
マ

ホ

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

片
手
に
じ
～
っ
と
画
面

を
の
ぞ
き
込
み
な
が
ら

操
作
し
て
い
ま
し
た
。

小

生

が

現

役
の

こ

ろ

（
昭
和
の
後
年
期
）
の

休
憩
所
は
、
煙
が
も
う

も
う
と
し
て
い
て
、
話

し
声
が
う
る
さ
い
ぐ
ら

い
で
し
た
◆
そ
れ
に
し

て
も
、
ス
マ
ホ
の
普
及

率

に

は

驚

き
ま

し

た

ね
。
発
売
以
来
、
あ
っ

と
い
う
間
に
世
界
を
席

巻

し

て

し

ま
い

ま

し

た
。
発
信
・
受
信
だ
け

だ
っ
た
携
帯
電
話
が
、

い
ま
で
は
カ
メ
ラ
と
パ

ソ

コ

ン

機

能
を

備

え

て
、
若
者
た
ち
に
は
絶

大
な
信
頼
と
必
要
性
を

得

て

い
ま

す

◆
小

生

達
、
団
塊
世
代
は
ス
マ

ホ
・
パ
ソ
コ
ン
は
ど
う

も
苦
手
な
人
が
多
い
で

す
ね
。
ラ
イ
ン
、
ウ
ェ

ブ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
全

然
無
理
で
す
。
そ
れ
で

も
、
日
常
生
活
を
営
ん

で
い
く
の
に
不
便
を
感

じ
て
い
ま
せ
ん
。
「
４

Ｇ
」
「
５
Ｇ
」
が
無
く

て

も

全

然

Ｏ
Ｋ

で

す

よ
。

（
Ｎ
・
Ｆ
）

武

蔵

野

困り事ありませんか？

「各種助成金」

「会社設立」

「労働保険」 などなど…

組合にご相談ください！

組織実増を

１
月
20
日
（
木
）
、
支
部
事
務
所
２
階
を
会
場
に
「
２
０
２
２
旗
び
ら
き
＆
春

の
拡
大
月
間
出
陣
式
」
が
開
催
さ
れ
、
支
部
役
員
（
青
年
部
長
、
主
婦
の
会
会
長
、

シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
含
む
）
や
分
会
代
表
な
ど
、
全
６
分
会
か
ら
19
人
の
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
参
加
者
を
し
ぼ
っ
た
上
で
、
飲
食
を
伴
わ
な
い
集
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
も
運
動
を
前
進
さ
せ
て
い
く
出
発
点
と
し
て
決
意
を

固
め
、
ま
た
春
の
拡
大
月
間
を
成
功
さ
せ
て
い
く
意
思
統
一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「せーの」の掛け声で「鏡割り」

今年も組合の団結の力で「ガンバロウ！」

川島分会

吉見東分会 吉見西分会

青年部 主婦の会

松山中央分会

シニア友の会



２０２２年２月４日 団結まつやま 第４４３号 (2)

共済給付金の振込口座にオススメ！
総合共済の給付金（３万円超）の

振込口座をろうきん口座に指定する

と振込手数料はかかりません。ろう
・ ・ ・ ・ ・ ・

きん口座の開設をおすすめします

商品・サービスに関する問い合わせは
〈中央ろうきん〉への取次ぎをご希

望の方は支部事務所まで

商品・サービスの問い合わせは

〈中央ろうきん〉東松山支店

☎ 0493-23-6161

担当：関田(セキタ)まで

「
組
合
で
が
ん
ば
る
仲
間
＝
自

慢
の
仲
間
」
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。３

回
目
の
今
回
は
、
川
島
分
会

の

さ
ん
（
副
分
会
長
）

か
ら
自
身
の
生
い
立
ち
や
組
合
へ

の
思
い
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

74
年
前
、
上
州
（
現
群
馬
県
）

新
田
郡
国
定
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
い
こ
ろ
、
父
が
戦
地
で
マ
ラ

リ
ア
に
罹
っ
て
亡
く
な
り
、
４
人

の
子
供
を
抱
え
な
が
ら
母
は
大
変

苦
労
し
な
が
ら
育
て
上
げ
ま
し
た
。

私
は
次
男
坊
で
意
外
と
楽
天
家
、

物
事
は
あ
ま
り
深
く
考
え
る
こ
と

が
苦
手
で
し
た
。
小
学
校
は
家
か

ら
歩
い
て
３
分
く
ら
い
の
分
校
で
、

友
達
と
ず
る
休
み
を
し
て
も
先
生

が
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
る
よ
う
な

状
況
で
し
た
。
生
家
の
物
入
小
屋

に
は
、
大
層
な
葛
籠
（
つ
づ
ら
）

や
日
本
刀
、
槍
な
ど
と
思
わ
れ
る

貴
重
な
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
を
私
が
ダ
メ
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、
私
が
組
合
に
お
世
話
に

な
っ
た
の
は
、
昭
和

53
年
（
１
９

７
８
年
）
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
川
越
支
部
の
事
務
所
が
借

家
の
２
階
に
あ
り
、
仲
間
が
温
か

く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
れ
か

ら

43
年
が
経
ち
、
現
在
は
東
松
山

支
部
で
、
役
員
の
経
験
も
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

社
会
の
中
で
活
動
す
る
に
は
個

人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
誰
も

が
今
よ
り
も
っ
と
幸
せ
に
な
り
、

明
日
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
、
と

考
え
る
と
、
組
織
の
存
在
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
組
織
の
力
＝
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
て
悔
い
の

な
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
（
仕
事
、
資
格
融
資
、
相
談
、

仲
間
づ
く
り
な
ど
）
。

人
間
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
、

教
育
、
時
代
背
景
な
ど
に
よ
っ
て

考
え
方
や
生
き
方
な
ど
が
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
が
、
自
分
な
り
の
思

想
を
つ
か
み
、
生
き
る
こ
と
の
意

味
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
組
合
活
動
も
全
力
で
、

が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
つ
も

り
で
す
。
今
後
は
シ
ニ
ア
友
の
会

で
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

さ
ん(

川
島)

１
月
16
日
の
朝
10
時
、

比
企
消
防
本
部
か
ら
救
命

救
急
士
の
お
二
人
が
講
師

と
し
て
人
体
模
型
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
携
え
て
支
部
事
務
所

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

社
保
対
部
長
の
あ

い
さ
つ
、
講
師
か
ら
講
習

手
順
な
ど
の
話
の
後
、
三

班
に
分
か
れ
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

「
人
間
の
血
液
は
心
臓

か
ら
全
身
に
送
ら
れ
て
い

る
が
、
万
一
の
場
合
頭
に

血
液
を
送
る
と
致
死
率
を

下
げ
る
事
が
出
来
る
の
で

胸
部
圧
迫
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

が
有
効
」
「
一
分
間
に
百

か
ら
百
二
十
回
の
テ
ン
ポ

が
必
要
」
「
手
の
位
置
、

覆
い
か
ぶ
さ
る
様
に
力
を

込
め
る
」
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

周
囲
へ
の
注
意
喚
起
を
交

え
て
の
実
習
も
行
い
、
私

達
の
疑
問
に
も
分
か
り
や

す
く
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

実
際
に
現
場
に
立
ち
会

う
か
は
分
り
ま
せ
ん
が
、

心
構
え
の
一
つ
と
し
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
を
頂

い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
習
は
回
数

を
重
ね
る
事
が
大
切
な
の

だ
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

（
松
山
中
央

記
）

真剣に実習にのぞむ参加者

昨
年
行
わ
れ
た
「
ど
け
ん

共
済
会
20
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
大
抽
選
会
」
の
当
選
者
が
、

１
月
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
東

松
山
支
部
は
45
人
の
仲
間
が

応
募
し
、
当
選
し
た
仲
間
に

賞
品
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

喜
び
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「ちょうど家を建て

ていたので、新築祝

いになりました。あ

りがとうございます」
（ さん・東北）

「何気なく応募しま

したが、まさか当選

するとは。ありがと

うございます。」
（ さん・川島）

「
主
婦
の
会
の
役
員
会
で
み
ん
な
で
応
募

し
ま
し
た
。
や
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」

（

さ
ん
・
東
北
）

「
も
う
す
ぐ
75
歳
に
な
り
ま
す
。
良
い
お

祝
い
に
な
り
ま
し
た
」

（

さ
ん
・
松
山
中
央
）



分会 時間 会場

松山中央
（８～11班）

19:00～ 松山町公会堂

東　　北 19:00～ 大岡市民活動センター

吉 見 東 19:00～ 東野ふれあいセンター

松山中央
（１～７班）

19:00～ 支部事務所

吉 見 西 19:00～ 西部ふれあいセンター

唐　　子 19:00～ 唐子市民活動センター

川　　島 19:00～ 川島町コミセン

3月30日 （水）
直属

分会に取りに行けなかった方
14:00～
19:00～

支部事務所

3月28日 （月）

3月29日 （火）

日程 左
表
の
日
程
で
保
険
証
渡

し
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

昨
年
同
様
、
分
会
ご
と
に

日
時
と
会
場
が
異
な
り
ま

す
。
事
前
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
使

用
す
る
保
険
証
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
と
な
り
、
１
年

間
（
２
０
２
２
年
４
月
～

２
０
２
３
年
３
月
31
日
）
有

効
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
引
き
続
き
感
染

対
策
を
お
こ
な
い
な
が
ら
運

営
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
に

つ
い
て
は
、
４
月
以
降
に
回

収
を
し
て
い
き
ま
す
。

(3) ２０２２年２月４日 団結まつやま 第４４３号

主
婦
の
会
取
り
扱
い
の

チ
ケ
ッ
ト
に
、
新
た
に

加
わ
り
ま
す
。

飯
能
市
の
宮
沢
湖
に
あ

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
メ
ッ

ツ
ァ
」
。
カ
ヌ
ー
体
験
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

が
あ
る
「
メ
ッ
ツ
ァ
ビ

レ
ッ
ジ
」
と
、
ム
ー
ミ

ン
の
物
語
を
主
題
と
し
た

「
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー

ク
」

の
２
つ
の
ゾ
ー
ン

が
あ
り
ま
す
。
「
ム
ー

ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
」

の
一
日
券
が
５
０
０
円
引

き
で
購
入
で
き
、
メ
ッ

ツ
ァ
ビ
レ
ッ
ジ
の
シ
ョ
ッ

プ
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン

が
も
ら
え
る
な
ど
、
企

業
向
け
公
式
福
利
厚
生
サ
ー

ビ
ス
「
モ
イ
ク
ラ
ブ(

Ｍ

ｏ
ｉ
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ)

」
に
登

録
す
る
こ
と
で
利
用
で
き

ま
す
。

パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用

し
て
個
人
購
入
す
る
チ
ケ
ッ

ト
の
た
め
、
今
ま
で
の

よ
う
に
注
文
し
取
り
に
行

く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
は
、
左
記
チ
ラ

シ
内
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
専
用
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。

購
入
は
ス
マ
ホ
の
み
で
、

決
済
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
も

し
く
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
の
み
と
な
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
画
面
の
チ
ケ
ッ

ト
以
外
で
の
入
場
は
で
き

ま
せ
ん
。

購
入
に
必
要
な
パ
ス
ワ
ー

ド
は
主
婦
の
会
機
関
紙

「
い
ち
ご
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
優
待
料
金
】

大
人
：
３
２
０
０
円

→
２
７
０
０
円

子
ど
も
：
２
０
０
０
円

→
１
５
０
０
円



分会 組織数 納入数 未納数 納入率

松山中央 157 144 13 91.7%

東　北 170 170 0 ★100.0%

唐　子 109 99 10 90.8%

川　島 131 131 0 ★100.0%

吉見東 91 91 0 ★100.0%

吉見西 111 107 4 96.4%

全分会 769 742 27 96.5%

１月の組合費納入数・納入率（1/21現在）

 

２０２２年２月４日 団結まつやま 第４４３号 (4)

【日 時】４月３日（日）９時50分～18時20分頃

※受付は９時30分～

【場 所】東松山市民文化センター 大会議室

（東松山市六軒町５－２）

★駐車場は、会館横になります。

【受講資格】18歳以上の組合員

【申込み】①受講料8,000円（24歳以下の組合員は6,000円）

②顔写真３cm×2.4cm １枚

【 定 員 】30人（定員になりしだい締め切ります）

【注意事項】マスクの着用・入退場時の手洗いは必ずお願

いします。新型コロナウィルス感染防止対策

として、万が一の場合は、保健所へ氏名・連

絡先をご報告させていただきます。

総合共済 １月給付

※敬称略

【病気見舞金】

【死亡弔慰金家族】

【結婚祝金】

【出生祝金】

【長寿祝金】

【宿泊補助金】

【資格取得祝金プレミアム】

給付金３万円未満の場合は

班会議を通じて班役員から

手渡しとなります。

３万円以上の場合は指定口座

へ振込みです。


